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（（
１１
月月
1010
日
、
新
春
書
き
初
め
大
会
＝
関
連
記
事

日
、
新
春
書
き
初
め
大
会
＝
関
連
記
事
２２
㌻
）
㌻
）

は
つ
ら
つ
と
筆
を
走
ら
す

は
つ
ら
つ
と
筆
を
走
ら
す
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寒
さ
に
負
け
ず
力
強
く
揮
ご
う

✿✿ 

特
選
受
賞
作
品
✿✿

▼
小
野
寺  

環た
ま
き（
伊
保
内
小
１
年
）

▼
押
切  

こ
こ
ろ
（
戸
田
小
３
年
）

▼
大
崎　
百も

も

か々香
（
長
興
寺
小
４
年
）

▼
中
澤  

萌め
い
な那
（
戸
田
小
５
年
）

▼
上
柿  
大た
い
せ
い晟
（
江
刺
家
小
６
年
）

一字一字ていねいに筆を運ぶ児童

　

新
春
書
き
初
め
大
会
は
１
月
10
日

に
村
公
民
館
で
開
か
れ
、
村
内
の
小

中
学
生
19
人
が
参
加
。
外
の
寒
さ
を

も
の
と
も
せ
ず
力
強
く
揮
ご
う
し
ま

し
た
。

　
学
年
ご
と
に
「
お
り
つ
め
」
や
「
夢

の
実
現
」
な
ど
の
課
題
が
書
か
れ
た

お
手
本
を
見
な
が
ら
、
一
字
一
字
て

い
ね
い
に
筆
を
走
ら
せ
ま
し
た
。
参

加
者
は
「
と
め
」「
は
ね
」「
は
ら
い
」

令
和
３
年  

新
春
書
き
初
め
大
会

な
ど
筆
づ
か
い
の
基
本
な
ど
に
気
を

つ
け
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ミ
ス
タ
ー
オ
ブ
チ
キ
が
会

場
に
登
場
し
、
書
き
初
め
に
挑
戦
。

「
鶏・
口
牛
後
」
と
い
う
言
葉
を
書
き
、

会
場
を
沸
か
せ
ま
し
た
。

　

今
回
、
５
つ
の
作
品
が
特
選
に
選

出
さ
れ
ま
し
た
。

力強く書かれた 19 の作品とミスターオブチキ作の「鶏口牛後」
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60 年の歩みに思いはせ

村商工会創立 60 周年記念式典

　

席
上
、
創
立
60
周
年
記
念
表
彰
が

行
わ
れ
、
20
人
に
賞
状
が
贈
ら
れ
ま

し
た
。（
敬
称
略
）

①
九
戸
村
長
表
彰

　
斉
藤
真

②
優
良
従
業
員
表
彰

【
全
国
商
工
会
連
合
会
長
表
彰
】

　

澤
頭
美
保
子
、
桜
井
志
津
子
、
戸

花
愛
子
、
中
村
幸
子
、
舘
村
光
弘
、

栗
谷
川
勝
映
、
野
辺
地
洋
子

【
県
商
工
会
連
合
会
長
表
彰
】

　

久
保
田
光
子
、
坂
田
和
子
、
中
奥

盛
、
佐
々
木
幸
子

③
村
商
工
会
長
表
彰

　

千
葉
満
、
日
向
誠
、
本
川
優
子
、

大
崎
豊
、
熊
谷
光
夫
、
下
村
キ
ヨ
ミ
、

欠
端
美
保
子
、
澤
村
光
枝

　

村
商
工
会
創
立
60
周
年
記
念
式
典

は
12
月
15
日
、
街
の
駅
ま
さ
ざ
ね
館

で
開
か
れ
、
関
係
者
29
人
が
参
加
し

60
年
の
村
商
工
会
の
歩
み
に
思
い
を

は
せ
ま
し
た
。

　

式
典
に
は
、
村
商
工
会
の
尾
友
元

一
会
長
や
金
融
機
関
の
支
店
長
、
晴

山
裕
康
村
長
な
ど
が
出
席
。
功
労
者

や
優
良
従
業
員
へ
の
表
彰
が
行
わ

れ
、
功
績
を
称
え
ま
し
た
。

　

尾
友
会
長
は
「
幾
多
の
社
会
経
済

情
勢
を
乗
り
越
え
、
地
域
経
済
の
振

興
と
発
展
に
努
め
て
き
た
。
商
工
会

の
果
た
す
役
割
へ
の
認
識
を
高
め
、

契
機
と
す
る
こ
と
を
決
意
す
る
」
と

祝
辞
を
述
べ
、
今
後
の
村
商
工
会
の

発
展
を
願
い
ま
し
た
。

昭和 35 年 10 月
「九戸村商工会」設立総会を開催

昭和 44 年５月
「九戸村商工会青年部」設立

昭和 46 年 11 月
「九戸村商工会館」竣工

昭和 52 年９月
優良商工会県知事表彰受賞

昭和 53 年 7 月
「九戸村商工会婦人部」発足

昭和 57 年 10 月
労働保険事務組合労働大臣表彰
受賞

平成 5 年 4 月
「ふれあいカード」発行

平成 9 年 12 月
「九戸村共通商品券発行事業」支援

平成 11 年 10 月
「まさざねくんカード」へ移行

平成 17 年 12 月
「お休み処んだ・なす」開所

平成 21 年 4 月
プレミアム商品券発行事業実施

平成 22 年 7 月
市日にぎわい祭り事業実施

平成 23 年 7 月
街の駅まさざね館内に移転

令和２年 12 月
商工会創立 60周年記念式典挙行

主なできごと

九戸村長表彰を受賞した斉藤真さん
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士
気
を
高
め
防
火
活
動
を
誓
う

晴山裕康統監や山本篤団長などから観閲を受ける団員

　

出
初
式
は
１
月
10
日
に
伊
保
内
小

学
校
校
庭
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
団
員

１
６
５
人
が
同
校
に
集
結
し
、
新
た

に
士
気
を
高
め
、
防
災
活
動
な
ど
に

尽
力
す
る
こ
と
を
誓
い
ま
し
た
。
例

年
行
わ
れ
て
い
る
分
列
行
進
は
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
よ
り

中
止
と
な
り
ま
し
た
。

　

消
防
団
長
定
例
表
彰
と
婦
人
消
防

協
力
隊
表
彰
で
は
、
１
団
体
と
34
人

に
賞
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。（
敬
称
略
、

丸
付
き
数
字
は
所
属
、  

88

本8 

8

は
本
部
付
）

◎
消
防
団
長
定
例
表
彰

◆
竿
頭
綬

　
村
消
防
団
第
４
分
団

◆
永
年
勤
続
功
労
章
（
勤
続
20
年
）

①
下
高
山
朋
徳　
　
③
千
葉　
智
彦

④
上
山　
和
博　
　
⑥
千
葉　
明

⑧
小
笠
原
孝
法　
　
⑧
小
林　
正
宗

⑧
下
村　
一
矢　
　
⑧
山
下　
俊
明

⑧
高
倉　
直
樹　
　
⑬
秋
元　
光
浩

⑭
中
村　
真
樹　
　
⑭
三
澤　
淳
一

◆
功
労
章
（
勤
続
15
年
）

⑪
上
村　
真
樹　
　
⑪
安
堵
城
正
人

◆
功
績
章
（
勤
続
10
年
）

  

88

本8  

88

高
場　
美
紀　
　
①
澤
村　
雄
哉

①
小
笠
原
雅
紹　
　
①
保
大
木
純
路

④
河
村　
貴
洋　
　
⑤
七
戸　
勉

⑧
高
倉　
盛　
　
　
⑧
高
倉
卓
也

⑨
西
野　
啓
樹　
　
⑨
桂
川　
孝

⑪
久
保　

太
毅　
　

⑭
岩
渕　

信
毅

◎
婦
人
消
防
協
力
隊
表
彰

◆
功
労
章
（
勤
続
10
年
）

②
橋
山　
輝
美　
　
②
日
野
澤
雅
子

②
関
口　
恵
美　
　
②
碓
氷
あ
か
ね

④
小
笠
原
景
子

◆
功
績
章
（
勤
続
５
年
）

②
松
浦　
睦
子　
　
②
中
澤　
和
代

④
下
條
道
芙
美

■
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
の
期
限
延
長

　

令
和
２
年
９
月
よ
り
開
始
し
て

い
た
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
の
申
請
期

限
が
令
和
３
年
９
月
末
ま
で
に
延

長
さ
れ
ま
し
た
。

　

た
だ
し
、
４
月
以
降
に
申
請
が

で
き
る
の
は
３
月
末
ま
で
に
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
申
請
を
終
え

ら
れ
た
人
に
限
ら
れ
ま
す
。

　

マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
と
は
、
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
持
っ
て
い
る

人
が
申
請
す
る
こ
と
が
で
き
、
お

買
い
物
な
ど
で
支
払
っ
た
金
額
の

25
％
を
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
還
元
す

る
制
度
で
す
。（
一
人
当
た
り
上
限

５
０
０
０
円
分
）

■
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
申
請

　
書
を
再
送
付

　
１
月
初
め
よ
り
、マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
を
持
っ
て
い
な
い
住
民
を

対
象
に
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

の
申
請
書
を
お
送
り
し
て
い
ま
す
。

■
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
窓
口

　
時
間
延
長
を
実
施

　

令
和
２
年
10
月
よ
り
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
に
関
連
し
た
手
続
き
の

た
め
、
役
場
住
民
生
活
課
の
窓
口
業

務
の
延
長
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

手
続
き
が
で
き
る
の
は
、
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
申
請
、
交
付
、

更
新
、
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
の
申
請
、

保
険
証
利
用
の
事
前
予
約
な
ど
で

す
。

⃝

窓
口
時
間
延
長

①
毎
週
水
曜
日
、
午
後
５
時
30
分

　
～
午
後
７
時

②
毎
月
第
一
日
曜
日
、
午
前
９
時

　
～
正
午

※
事
前
予
約
の
み
受
け
付
け

■
予
約
・
問
い
合
わ
せ

　

住
民
生
活
課
国
保
住
民

班
（
☎
42
・
２
１
１
１
内
線

２
１
２
、２
１
３
）

マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト

申
請
期
限
を
延
長
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江
刺
家
に
あ
る
黒
山
の
昔
穴
遺
跡

は
、
極
め
て
保
存
状
態
が
良
い
平
安

時
代
後
期
（
約
１
０
０
０
年
前
）
の

遺
跡
で
す
。
こ
の
遺
跡
の
特
徴
は
、

遺
跡
内
に
当
時
の
家
の
跡
（
竪
穴
建

物
跡
）
な
ど
が
埋
ま
り
き
ら
な
い
で

窪
み
と
な
っ
て
残
っ
て
い
る
こ
と
で

す
。

　　
平
成
26
年
度
か
ら
調
査
を
は
じ
め
、

令
和
２
年
度
に
こ
れ
ま
で
の
調
査
を

ま
と
め
た
報
告
書
を
刊
行
す
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。
今
回
は
そ
の
調
査

の
概
要
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

今
回
の
調
査
で
、
黒
山
の
昔
穴
遺

跡
と
関
連
遺
跡
に
つ
い
て
総
合
的
に

調
査
検
証
し
た
と
こ
ろ
、
木
器
を
製

作
し
た
木
地
作
り
や
鉄
製
品
の
製
作

な
ど
を
行
う
鍛
冶
と
い
っ
た
さ
ま
ざ

ま
な
生
業
を
行
っ
た
ム
ラ
の
可
能
性

が
高
い
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
こ

れ
ら
の
生
業
は
、
い
ず
れ
も
良
質
な

木
を
必
要
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ

の
良
質
な
木
が
確
保
で
き
る
場
所
と

し
て
黒
山
の
昔
穴
遺
跡
の
あ
る
地
点

が
適
し
て
い
た
と
思
わ
れ
ま
す
。
特

に
木
地
で
は
村
の
木
と
な
っ
て
い
る

ア
カ
マ
ツ
を
使
っ
て
木
椀
を
作
っ
て

い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
そ
の

ほ
か
、
遺
跡
内
や
近
く
に
は
水
が
豊

富
に
あ
る
こ
と
、
さ
ら
に
は
遺
跡
の

す
ぐ
近
く
を
、
古
道
が
通
っ
て
い
た

こ
と
か
ら
可
能
性
も
あ
り
、
こ
の
よ

う
な
山
の
上
の
高
い
場
所
に
大
き
な

ム
ラ
を
つ
く
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い

ま
す
。

　　

黒
山
の
昔
穴
遺
跡
の
ほ
か
に
山
の

上
に
集
落
が
あ
っ
た
と
し
て
確
認
さ

れ
た
の
が
関
連
遺
跡
で
あ
る
外
久
保

遺
跡
と
長
興
寺
Ⅸ
遺
跡
で
す
。
い
ず

れ
も
長
興
寺
地
内
に
て
確
認
さ
れ
ま

し
た
。
両
遺
跡
と
も
中
に
窪
み
が
あ

り
、
発
掘
調
査
に
よ
っ
て
、
黒
山
の

昔
穴
遺
跡
内
で
確
認
さ
れ
て
い
る
竪

穴
建
物
跡
と
ほ
ぼ
同
時
代
ご
ろ
の
も

の
と
推
定
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

村
内
に
黒
山
の
昔
穴
遺
跡
の
ほ
か
に

山
地
に
集
落
が
あ
っ
た
こ
と
を
示
す

大
き
な
発
見
で
し
た
。

　　

ま
た
、
平
成
30
年
度
に
黒
山
の
昔

穴
遺
跡
の
こ
れ
ま
で
に
確
認
さ
れ

て
い
る
範
囲
に
つ
い
て
詳
細
な
追

加
測
量
調
査
を
実
施
し
た
と
こ
ろ
、

　黒山の昔穴遺跡調査などの文化財展示
会と調査報告会を開催します。
【文化財展示会】
■日時　２月28日（日）
　　　　午前10時～午後４時
■場所　村公民館（ＨＯＺホール）
【文化財調査報告会】
■日時　２月28日（日）
　　　　午前10時～
■場所　村公民館（ＨＯＺホール）
【問い合わせ】
　教育委員会生涯学習班
　　　　　　　　（☎42-2111内線304）
※新型コロナウイルスの状況により中止
　することがあります。

遺跡調査報告会

黒
山
の
昔
穴
遺
跡
の
面
積
は
、
県

指
定
史
跡
約
３
７
０
０
０
㎡
か
ら

６
７
０
０
０
㎡
ま
で
広
が
る
こ
と
が

分
か
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
県
下

で
も
有
数
の
規
模
を
有
す
る
大
き
な

山
地
の
大
集
落
で
あ
る
こ
と
が
確
認

さ
れ
た
こ
と
で
し
た
。

　　

黒
山
の
昔
穴
遺
跡
は
、
遺
跡
の
存

在
し
て
い
た
期
間
や
古
道
な
ど
、
謎

の
多
い
遺
跡
で
す
。
今
後
と
も
遺
跡

の
調
査
・
周
知
・
活
用
を
進
め
て
い

き
ま
す
の
で
、
九
戸
村
の
貴
重
な
財

産
と
し
て
、
遺
跡
の
保
存
に
ご
理
解

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

平
安
時
代
の
大
集
落「
黒
山
の
昔
穴
遺
跡
」

遺跡の大きさと窪み具合が見てとれます
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■
申
告
が
必
要
な
人
は
？

①
事
業
所
得
（
農
業
・
営
業
な

ど
）、
不
動
産
所
得
、
雑
所
得
、

一
時
所
得
な
ど
が
あ
る
人
。

②
給
与
所
得
者
で
、
次
に
該
当

す
る
人
。

●

勤
務
先
か
ら
村
に
給
与
支
払

　

報
告
書
を
提
出
し
て
い
な
い

　

人
。（
勤
務
先
に
確
認
し
て

　

く
だ
さ
い
）

●

年
末
調
整
を
し
た
給
与
以
外

　

に
、
給
与
収
入
や
事
業
所
得

　
（
農
業
・
営
業
な
ど
）、
不
動

　

産
所
得
、
雑
所
得
、
一
時
所

　

得
な
ど
の
所
得
が
あ
る
人
。

　
申
告
は
、
昨
年
（
令
和
２
年
１
月
か
ら
12
月
）
の
所
得
を
計
算
し
、

所
得
税
、
村
県
民
税
や
国
民
健
康
保
険
税
な
ど
の
税
額
を
決
め
る
た

め
に
行
う
大
切
な
手
続
き
で
す
。
村
で
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
策
を
行
い
な
が
ら
、
２
月
９
日
（
火
）
か
ら
3
月
15
日
（
月
）

ま
で
申
告
・
納
税
相
談
の
受
け
付
け
を
行
い
ま
す
。
事
前
に
必
要
な

書
類
を
準
備
し
て
、
申
告
を
済
ま
せ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

（
国
民
健
康
保
険
税
）

期　日 地　区　名 会　場 期　日 地　区　名 会　場
2 月   9 日（火）瀬月内、宇堂口、泥の木

村老人福祉
センター
（戸田支所）

3月   1 日（月）荒谷

村山村開発
センター

2月 10 日（水）平内、妻の神、戸田舘の下 3月   2 日（火）二ッ家、鹿島
2月 12 日（金）戸田上、戸田下 3月   3 日（水）伊保内上
2月 15 日（月）村内全域申告未済者 3月   4 日（木）伊保内下
2月 16 日（火）田代、柿の木、山屋 江刺家

ふるさと
センター
（江刺家支所）

3月   5 日（金）川向
2月 17 日（水）江刺家上、江刺家下 3月   7 日（日）村内全域日曜日申告受付日
2 月 18 日（木）道地、丸木橋、細屋 3月   8 日（月）南田
2月 19 日（金）村内全域申告未済者 3月   9 日（火）小倉
2月 22 日（月）山根

村山村開発
センター

3月 10 日（水）伊保内地区申告未済者
2月 24 日（水）長興寺上 3月 11 日（木）江刺家地区申告未済者
2月 25 日（木）長興寺下 3月 12 日（金）戸田地区申告未済者
2月 26 日（金）大向、五枚橋、荒田、雪屋 3月 15 日（月）村内申告未済者
2月 28 日（日）村内全域日曜日申告受付日 日程の都合がつかない場合は、対象地区以外でも受け付けます

所
得
税
と
村
県
民
税
の

申
告
準
備
は
お
早
め
に

●受付時間： 午前の部（9：00～11：00）　午後の部（１：00～３：00）
※日中に来庁が困難な給与所得者等を対象に、２月24日 (水 )～26日 (金 )の３日間、夜間の申告受付を行います。
　夜間申告受付の時間は、３日間とも午後５：００～７：００の間です。

令和３年度  申告・納税相談日程表

　

令
和
3
年
１
月
１
日
現
在
、

九
戸
村
に
住
所
が
あ
る
人
で
、

次
に
該
当
す
る
人
は
す
べ
て
申

告
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

●

前
年
中
に
退
職
な
ど
で
年
末

　

調
整
を
し
て
い
な
い
人
。

③
源
泉
徴
収
票
に
記
載
し
た
控

除
内
容
に
変
更
や
追
加
（
医
療

費
控
除
な
ど
）
が
あ
る
人
。

④
非
課
税
収
入
（
遺
族
年
金
、

障
害
年
金
、
雇
用
保
険
な
ど
）

の
み
の
人
。

⑤
収
入
が
な
か
っ
た
人
。

※
申
告
を
し
な
い
場
合
、
所
得

証
明
書
な
ど
の
交
付
や
国
民
健

康
保
険
税
・
介
護
保
険
料
・
後

期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の
軽
減

が
受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
。

■
申
告
が
不
要
な
人

▽
所
得
税
の
確
定
申
告
書
を
提

出
し
た
人
。

▽
前
年
中
の
収
入
が
給
与
の
み

で
、
年
末
調
整
が
済
ん
で
い
て
、

勤
務
先
か
ら
村
に
給
与
支
払
報

告
書
を
提
出
し
て
い
る
人
。

▽
前
年
中
の
収
入
が
公
的
年
金

の
み
で
、
支
払
者
か
ら
村
に
公

的
年
金
等
支
払
報
告
書
を
提
出

し
て
い
て
、
各
種
控
除
を
受
け

な
く
て
も
村
県
民
税
が
課
税
さ

れ
な
い
人
。（
65
歳
未
満
で
年

金
収
入
金
額
が
98
万
円
以
下
の

人
、
65
歳
以
上
で
年
金
収
入
金

額
が
１
４
８
万
円
以
下
の
人
）

（下記期間中は役場税務会計課窓口で申告相談はできません）

News & Information
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■
二
戸
税
務
署
確
定
申
告

　
会
場
は
２
月
4
日
開
設

○
開
設
場
所　

二
戸
税
務
署　

（
１
階
会
議
室
）

○
開
設
期
間　
２
月
4
日
（
木
）

〜
３
月
15
日
（
月
）《
土
、
日

お
よ
び
祝
日
を
除
く
》

○
開
設
時
間　

午
前
９
時
〜
午

後
５
時

〇
二
戸
税
務
署
で
は
、
確
定
申

告
書
の
作
成
会
場
を
開
設
し
ま

す
が
、
感
染
防
止
の
観
点
か
ら
、

国
税
庁
Ｈ
Ｐ
の
「
確
定
申
告
等

作
成
コ
ー
ナ
ー
」
を
利
用
し
た

自
宅
か
ら
の
申
告
を
ぜ
ひ
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

〇
申
告
書
作
成
会
場
へ
の
入
場

に
は
混
雑
緩
和
の
た
め
「
入
場

整
理
券
」
が
必
要
で
す
。「
入

場
整
理
券
」
は
会
場
で
の
当
日

配
布
と
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
ア
プ
リ
に
よ

る
事
前
発
行
が
あ
り
ま
す
。

〇
確
定
申
告
会
場
で
の
当
日
配

布
に
よ
り
「
入
場
整
理
券
」
を

取
得
す
る
場
合
、
配
布
状
況
に

応
じ
て
、
後
日
の
来
場
を
お
願

い
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
配
布

状
況
は
国
税
庁
の
Ｈ
Ｐ
か
ら
確

認
で
き
ま
す
。

〇
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
ア
プ
リ
で
「
入
場

整
理
券
」
を
取
得
す
る
場
合
、

①あらかじめ送付されている申告書　申告書が配布された人は、必要事項を記入して持参ください。
　（令和２年中に村県民税の特別徴収を受けている人や電子申告を行った人には、送付されません）
※利用者識別番号をお持ちの方は、番号を確認できる書類をお持ち下さい。
②本人確認書類　マイナンバーカードは１枚で本人確認ができます。マイナンバーカードを持っていない
　人は、通知カードなどの番号確認書類と運転免許証などの身元確認書類を持参ください。
③必要な書類　▷給与・年金所得がある人…源泉徴収票（源泉徴収票がない場合は、給与明細書や勤務先
　の住所、会社名を調べて持参ください。）　▷事業所得や不動産所得がある人…収支内訳書　▷雑所得、　
　一時所得がある人…所得に係る内容を証明できる書類　▷譲渡所得がある人…契約書
④所得控除に必要な書類　▷社会保険料控除…領収書、控除証明書　▷生命保険料や地震保険料控除…保
　険会社などが発行する証明書　▷医療費控除…領収書　▷障害者控除…障害者手帳など
⑤印鑑（認印可）
⑥所得税の還付申告をする人は、口座番号が分かるもの
⑦所得税の振替納付を希望する人は、口座番号が分かるものと通帳の届出印

書類の作成・申告が 24時間可能

☎
申
告
に
関
す
る
問
い
合
せ

□
九
戸
村
役
場
税
務
会
計
課

　
　
☎
４
２-

２
１
１
１

内
線
２
2
２

□
二
戸
税
務
署

　
　
☎
２
３-

２
７
０
１

e-Tax で申告すると…
　　①　自宅からネットで申告できる
　　②　添付書類の提出省略
　　③　還付がスピーディー
詳しくは、国税庁のホームページをご覧ください。

(www.nta.go.jp)

ネットが便利

申告・納税

申告に必要なもの◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆

e-Tax 国
税
庁
公
式
ア
カ
ウ
ン
ト
を
友

達
追
加
し
て
か
ら
取
得
し
て
く

だ
さ
い
。

〇
駐
車
可
能
台
数
に
限
り
が
あ

り
ま
す
の
で
、
公
共
交
通
機
関

等
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

〇
入
場
時
に
検
温
を
実
施
し
ま

す
。
37
・
５
度
以
上
の
発
熱
が

あ
る
場
合
、
咳
な
ど
の
風
邪
の

症
状
が
あ
る
場
合
は
入
場
を
お

断
り
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

〇
会
場
で
は
マ
ス
ク
を
常
時
着

用
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

〇
会
場
に
は
、
で
き
る
限
り
少

人
数
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
来
場
す
る
際
は
、
感
染

　
対
策
を
忘
れ
ず
に

①
常
時
マ
ス
ク
の
着
用
、
手
洗

い
、
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
。

②
申
告
会
場
で
は
、
室
内
換
気

や
湿
度
の
調
節
に
努
め
ま
す
の

で
、
ご
協
力
願
い
ま
す
。

③
戸
田
支
所
、
江
刺
家
支
所
、

山
村
開
発
セ
ン
タ
ー
、
い
ず
れ

の
会
場
で
も
入
場
時
に
検
温
を

実
施
し
ま
す
。
37
・
５
度
以
上

の
発
熱
や
咳
や
風
邪
の
症
状
が

あ
る
方
は
、
入
場
を
お
控
え
い

た
だ
き
体
調
が
回
復
し
て
か
ら

ご
来
場
く
だ
さ
い
。

■
コ
ロ
ナ
に
か
か
る
各
種

　

給
付
金
は
、
申
告
の
要

　
否
を
事
前
に
確
認

〇
特
別
定
額
給
付
金
（
一
人

10
万
円
）
は
非
課
税
所
得
と

な
っ
て
お
り
、
所
得
と
し
て
計

上
し
な
い
の
で
、
申
告
の
必
要

は
あ
り
ま
せ
ん
。

〇
事
業
に
関
連
し
て
支
給
さ
れ

る
給
付
金
の
持
続
化
給
付
金
は

課
税
対
象
と
な
り
ま
す
の
で
、

申
告
が
必
要
で
す
。

〇
そ
の
他
の
各
種
給
付
金
に
つ

い
て
、
支
給
元
等
に
当
該
給
付

金
に
か
か
る
申
告
の
要
否
を
事

前
に
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

News & Information
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《
令
和
元
年
度
》

■
人
件
費
と
職
員
給
与
費

　

人
件
費
と
は
、
給
料
と
職
員
手

当
（
期
末
・
勤
勉
・
扶
養
・
通
勤
・

時
間
外
・
退
職
な
ど
）
を
合
わ
せ

た
職
員
給
与
費
の
ほ
か
に
、
村
長

や
村
議
会
議
員
な
ど
の
特
別
職
の

給
料
や
報
酬
も
含
め
た
広
い
範
囲

の
経
費
を
い
い
ま
す
。

　

令
和
元
年
度
の
人
件
費
は
表
❶

の
通
り
５
億
３
７
４
３
万
円
で
一

般
会
計
歳
出
額
の
13
・
１
％
と
な
っ

て
い
ま
す
。
職
員
給
与
費
の
状
況

は
、
令
和
２
年
度
一
般
会
計
予
算

（
下
水
道
・
水
道
を
除
く
）
で
み
る

と
、
表
❷
の
通
り
で
す
。
一
般
職

の
給
料
や
職
員
手
当
な
ど
給
与
費

と
し
て
３
億
３
８
１
７
万
円
を
計

上
し
て
い
ま
す
。

■
職
種
と
給
料

　
職
員
の
職
種
は
、
一
般
行
政
職
、

年　度 支給総額 職員一人当たりの支給額
令和元年度 7,418千円 108千円
平成30年度 6,077千円   88千円

表❽ 時間外勤務手当

※選挙事務従事者の時間外勤務手当は含まない。

区　　　分 平均給料月額 平均年齢
一般行政職 273,000 円 39歳９カ月
医　療　職 253,300 円 32歳３カ月

表❸ 職員の平均給料月額と平均年齢
（令和2年4月1日現在）

表❶ 人件費の状況（令和元年度一般会計決算より）
●歳出総額　　　　　　41億939万円
●人件費が占める割合　13.1％（5億3,743万円）
※人件費には、村長や村議会議員などの特別職の給料、報酬が含まれ
ています。

支給期 期末手当 勤勉手当
6月期   1.30月分 0.95月分
12月期 1.30月分 0.95月分
計 2.60月分 1.90月分

表❼ 期末・勤勉手当の状況（令和2年4月1日現在）

表❹ 初任給の状況（令和2年4月1日現在）
一般行政職
（大学卒）

決定初任給 171,700 円
採用２年経過 188,700 円

一般行政職
（高校卒）

決定初任給 150,600 円
採用２年経過 160,100 円

村
職
員
の
給
与
を
公
表

●給与費総額　　　　　　　●給与費内訳
3億3,817万円
●職員数　　　　　
　64人　
●職員一人当たり
528万円

表❷ 職員給与費の状況（令和2年度一般会計予算より）

※職員手当には、退職手当および児童手当などは含みません。
※職員数には、上下水道の公営企業などの職員は含みません。

医
療
職
に
分
け
ら
れ
、
そ
れ
ぞ
れ

の
平
均
給
料
月
額
と
平
均
年
齢
を

示
し
た
も
の
が
表
❸
で
す
。
一
般

行
政
職
の
初
任
給
の
状
況
は
表
❹
、

一
定
年
数
を
経
過
し
た
時
点
で
の

給
料
月
額
は
表
❺
の
通
り
と
な
っ

て
い
ま
す
。

■
給
料
表

　

一
般
行
政
職
の
職
員
に
適
用
さ

れ
る
給
料
表
は
、
経
験
年
数
や
責

任
の
度
合
い
に
よ
っ
て
５
級
に
区

分
さ
れ
て
い
ま
す
。
標
準
的
な
職

務
内
容
と
そ
の
職
員
数
、
構
成
比

は
表
❻
の
通
り
で
す
。

■
職
員
手
当

▽
期
末
・
勤
勉
手
当
（
表
❼
）
…

民
間
企
業
の
ボ
ー
ナ
ス
に
当
た
る

も
の
で
、
支
給
割
合
は
国
と
同
じ

で
す
。

▽
時
間
外
勤
務
手
当
（
表
❽
）
…

正
規
の
勤
務
時
間
を
超
え
て
勤
務

し
た
職
員
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

区　分 一般行政職
（大学卒）

一般行政職
（高校卒）

10年以上15年未満 234,500 円 224,100 円
20年以上25年未満 320,500 円 312,000 円
30年以上35年未満 390,000 円 370,500 円

表❺ 経験年数別・学歴別平均給料月額の状況
（令和2年4月1日現在）

※医療職 4人を除く、合計 57人

表❻ 一般行政職の級別職員数の状況
（令和2年4月1日現在）

区分 １級 ２級 ３級 ４級 ５級 計
標準的な
職務内容

主事
主事補 主事 主任 課長補佐

主査
課長
課長補佐 -

職員数
（人） 21 16 9 7 8 61

構成比
（％） 34.4 26.2 14.8 11.5 13.1 100.0

　
村
民
の
皆
さ
ん
一
人
一
人
が
よ
り
快
適
に
暮
ら
せ
る
村
づ
く
り
を
目

指
し
、
村
で
は
い
ろ
い
ろ
な
業
務
や
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
ら

を
担
う
村
職
員
の
給
与
は
、
村
の
条
例
や
規
則
で
定
め
ら
れ
た
一
定
の

基
準
に
基
づ
い
て
支
給
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
月
は
村
職
員
の
給
与
な
ど

の
主
な
内
容
と
人
事
行
政
の
運
営
な
ど
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

給料
2億2,260万円
（65.8％）

期末勤勉手当
8,775万円
（26.0％）

職員手当
2,782万円
（8.2％）
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区　 分 男性
職員

女性
職員 計

育児休業
取得者数 ０人 ３人 ３人

表14 育児休業の利用状況（令和元年度）

処分内容 処分者数
分限処分 ０人
懲戒処分 ０人

表11 分限および懲戒処分の状況（令和元年度）

研　修　名 期間・日数（延べ） 人数

新規採用職員研修（前期・後期）   ７日 ２人

一般職員研修   ９日 11人

管理者・監督者級等研修   ２日 １人

専門研修（財務、法規事務など） ７日 ７人

表15 職員の研修状況（令和元年度）

▽
扶
養
・
住
居
手
当
（
表
❾
）
…

支
給
内
容
は
表
の
通
り
で
、
国
の

制
度
と
ほ
ぼ
同
じ
で
す
。

▽
通
勤
手
当
（
表
❾
）
…
通
勤
の
た

め
自
動
車
を
利
用
し
て
い
る
職
員
に

は
距
離
に
応
じ
支
給
さ
れ
ま
す
。

■
職
員
数
の
状
況

　

職
員
の
定
数
は
条
例
で
上
限
が

決
め
ら
れ
て
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の

業
務
内
容
や
業
務
量
な
ど
を
総
合

的
に
判
断
し
な
が
ら
、
適
正
な
配

置
に
努
め
て
い
ま
す
。
村
の
部
門

別
職
員
数
の
状
況
は
表
10
の
通
り

で
す
。

■
特
別
職
等
の
報
酬
な
ど（
表
12
）

　

特
別
職
の
う
ち
村
長
、
教
育
長
、

村
議
会
議
員
に
は
給
料
（
報
酬
）
と

期
末
手
当
が
支
給
さ
れ
て
い
ま
す
。

■
人
事
管
理

▽
分
限
お
よ
び
懲
戒
処
分
の
状
況

（
表
11
）
…
令
和
元
年
度
中
は
処
分

が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

▽
職
員
の
休
暇
状
況
（
表
13
・
14
）

…
職
員
の
休
暇
に
は
年
次
や
育
児

休
業
の
ほ
か
、
病
気
・
結
婚
休
暇

な
ど
の
特
別
休
暇
が
あ
り
ま
す
。

▽
職
員
の
研
修
状
況
（
表
15
）
…

研
修
に
職
員
を
派
遣
し
、
資
質
向

上
に
努
め
て
い
ま
す
。

▽
職
員
の
健
診
受
診
状
況
（
表
16
）

…
健
康
診
断
を
実
施
し
、
職
員
の

健
康
保
持
に
努
め
て
い
ま
す
。

区　　　　分 対象職員数 受診者数 受診率
生活習慣病予防健診
・胸部Ｘ線検診 71 人 65 人 91.5％

表16 職員の健康診断の状況（令和元年度）

※特別職を含む。

総付与
日　数

総使用
日　数

対　象
職員数

平均使用
日 数 消化率

2,576 日 950 日 56 人 17.0 日 36.9％

表13 一般職員の年次有給休暇使用状況（令和元年中）

※新規採用職員、途中退職者、育児休暇取得者を除く。
表10 部門別職員数の状況（令和2年4月1日現在）

部　門 令和２年 平成31年 前年度比

一般行政

議　 会 2 2 ±0
総　 務 13 15 －2
税　 務 4 6 －2
農林水産 8 9 －1
商　 工 1 1 ±0
土 木 4 5 －1
民 生 17 16 ＋1
衛 生 5 5 ±0
小 計 54 59 －5

特別行政 教 育 7 7 ±0
小 計 7 7 ±0

公営企業

国 保 3 3 ±0
下 水 道 2 2 ±0
水 道 2 2 ±0
小 計 7 7 ±0

合　計 68 73 －5

区分 九戸村の内容

扶養
手当

配偶者 6,500円
子 10,000円
父母など 6,500円
16 歳から 22 歳までの子
（１人につき） 5,000円加算

住居
手当

借家・借間は家賃に応じて28,000円を限度に
支給

通勤
手当

交通機関利用者 運賃相当額50,000円を
限度に支給

交通用具使用者
通勤距離２km以上の者
に、1,600円から12,900円
の範囲で距離に応じて支給

表❾ 扶養・住居・通勤手当（令和2年4月1日現在）
区　分 給料・報酬月額 期末手当
村　長 610,000円

支給割合
【６月期】1.675 月分
【12月期】1.723 月分
【　計　】  3.40月分

教育長 500,000円
議　長 230,000円
副議長 182,000円
議　員 165,000円

表12 特別職等の報酬などの状況（令和2年4月1日現在）

※平成 28年７月１日～、村長 500,000 円 教育長 450,000 円。
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国
民
健
康
保
険

国
民
健
康
保
険

【
問
い
合
わ
せ
】

　
住
民
生
活
課
国
保
住
民
班

☎
42
・
２
１
１
１
内
線
２
１
２

0

4.5

5.0

5.5

6.0 退職
一般

R1302928H27

5億
2,319 万円

5億
2,393 万円

5億
5,322 万円

4億
9,825 万円

5,314 万円
2,065 万円

1,423 万円

298 万円

（億円）

（年度）

4億
8,178 万円

29 万円

●国保加入者の総医療費
（療養の給付および療養費）

0

1300

1500

1700

1900

2100 退職
一般

R1302928H27

（人）

（年度）

100 人 61 人 36 人 11 人 2人

1,822 人 1,759 人 1,715 人 1,678 人 1,650 人

●国保加入者の推移

　
国
民
健
康
保
険
（
国
保
）
は
、
病
気
や
け
が
に
備
え
て
加
入
者
み
ん
な
で
出
し
合
っ
た
お
金
（
国
保
税
）
を
加
入
者
が
保
険
医
療
機

関
を
受
診
し
た
と
き
に
医
療
給
付
費
へ
充
て
る
助
け
合
い
の
制
度
で
す
。
国
保
の
事
業
は
、
平
成
30
年
度
よ
り
村
と
岩
手
県
で
運
営
し

て
い
ま
す
。
近
年
、
国
保
財
政
に
は
、
ゆ
と
り
が
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
制
度
を
維
持
し
て
い
く
た
め
に
は
、
国
保
に
対
す
る
皆
さ
ん
の

理
解
と
協
力
が
必
要
で
す
。
今
月
は
令
和
元
年
度
の
国
保
特
別
会
計
の
決
算
状
況
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

国保税
1億1,931万円
（20.0％）

繰越金
11万円
（0.02％）
その他
672万円
（1.1％）

県支出金
4億1,457万円
（69.5％）

一般会計繰入金
5,540万円
（9.3％）

自主財源
21.1％

依存財源
78.8％

歳入総額
5億9,609万円

令
和
元
年
度
決
算

歳出総額
5億9,599万円

保険給付費等
3億9,957万円
（67.0％）

国民健康保険納付金
1億7,046万円
（28.6％）

保険事業費
1,282万円
（2.2％）

総務費
858万円
（1.4％）

基金積立金
29万円（0.0％）

その他
427万円（0.7％）

News & Information
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《
加
入
状
況
》

　

令
和
元
年
度
の
平
均
加
入
世

帯
数
は
９
１
５
世
帯
と
な
っ
て

お
り
、
前
年
度
と
比
較
す
る
と

35
世
帯
減
少
し
、
ま
た
平
均

加
入
者
（
被
保
険
者
）
数
は
、

１
６
０
４
人
で
、
前
年
度
よ
り

74
人
減
少
し
て
い
ま
す
。

　

村
全
体
の
世
帯
数
に
占
め
る

国
保
世
帯
の
割
合
は
42
％
。
総

人
口
に
占
め
る
国
保
加
入
者
の

割
合
は
28
％
と
な
っ
て
お
り
、

国
保
世
帯
数
の
割
合
に
つ
い
て

は
、
前
年
度
よ
り
２
％
減
少
し

て
い
ま
す
。

《
収
支
状
況
》

　

令
和
元
年
度
国
保
会
計
の
歳

入
総
額
は
５
億
９
６
０
９
万

円
と
な
っ
て
お
り
、
前
年
度

比
較
で
３
３
２
９
万
円
減
少

し
て
い
ま
す
。
歳
出
総
額
は

５
億
９
５
９
９
万
円
で
、
同
じ
く

３
３
２
９
万
円
減
少
し
て
い
ま

す
。

　
歳
入
か
ら
歳
出
を
差
し
引
い
た

金
額
は
10
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
前
年
度
繰
越
金
を
差
し
引

い
た
単
年
度
に
お
け
る
収
支
額

は
、
０
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

0
28
30
32
34
36
38
40

九戸村
県平均

R1302928H27

（万円）

（年度）

38 万
999 円

37 万
2,972 円36 万

1,017 円
36 万
504 円

29 万
8,710 円

32 万
4,069 円

29 万
9,219 円

29 万
9,859 円

38 万
7,875 円

30 万
165 円

●被保険者１人当たりの国保税調定額

0

6

7

8

9

九戸村
県平均

R1302928H27

（万円）

（年度）

8万
2,773 円

8 万
7,181 円

8 万
5,785 円8 万

1,330 円

8 万
5,938 円

7 万
1,189 円

7 万
265 円6万

8,726 円6 万
5,279 円

7 万
3,221 円

市町村名
現年度課税一般被保険者

医療費
税　　額 収納率

九戸村 73,221円 98.25％ 222,731円
二戸市 81,136円 95.76％ 255,695円
一戸町 88,094円 96.11％ 290,509円
軽米町 78,797円 95.96％ 257,701円

●１人当たりの国保税調定額と医療費
（令和元年度）

●国保加入者１人当たりの医療費

《
歳
入
》

　

被
保
険
者
の
皆
さ
ま
か
ら

納
め
て
い
た
だ
い
た
国
保

税
は
、
現
年
度
課
税
総
額

１
億
１
７
９
９
万
円
に
対
し
、

収
納
額
は
１
億
１
５
９
３
万
円

と
な
り
、
収
納
率
は
98
％
と
な

り
ま
し
た
。
滞
納
繰
越
分
の
収

納
額
３
３
７
万
円
を
合
わ
せ
た

収
納
総
額
は
１
億
１
９
３
０
万

円
で
前
年
度
と
比
較
し
ま
す
と

６
万
円
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

　

主
な
歳
入
項
目
を
前
年
度

と
比
較
す
る
と
、
県
支
出

金
が
２
２
６
０
万
円
減
の

４
億
１
４
５
７
万
円
、
前
年

度
繰
越
金
が
４
万
円
増
の
10
万

円
、
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金
は

４
５
９
万
円
減
の
５
５
４
０
万
円

と
な
っ
て
い
ま
す
。

《
歳
出
》

　

一
般
被
保
険
者
と
退
職
被
保

険
者
の
医
療
費
（
療
養
の
給
付

と
療
養
費
）
の
総
額
【
患
者
が

負
担
す
る
一
部
負
担
金
（
３
割

等
）
と
村
で
負
担
す
る
分
（
７

割
等
）
を
合
計
し
た
額
】
は
、

４
億
８
１
７
８
万
円
で
前
年
度

と
比
較
し
、
１
９
４
５
万
円
減

少
し
て
い
ま
す
。
こ
の
う
ち
、

国
保
会
計
で
支
払
っ
た
金
額

は
、
３
億
５
１
６
８
万
円
で
前

年
度
よ
り
１
４
６
５
万
円
減
少

し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
高
額
療
養
費
等
は
前

年
度
よ
り
１
９
１
万
円
減
の

４
４
４
６
万
円
、
出
産
育
児

一
時
金
は
１
２
４
万
円
増
の

２
０
８
万
円
、
葬
祭
費
は
増

減
な
し
の
30
万
円
と
な
り
、

保
険
給
付
費
全
体
で
は
前
年

度
よ
り
１
５
５
５
万
円
減
の

３
億
９
９
５
７
万
円
と
な
り
ま

し
た
。

　

な
お
、
令
和
元
年
度
は
財
政

調
整
基
金
積
立
金
に
29
万
円
を

積
み
立
て
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
が
、
前
年
度
か
ら
の
積
立
金

は
な
い
た
め
、
今
後
も
ゆ
と
り

の
な
い
状
況
で
の
財
政
運
営
と

な
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

News & Information
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　交通安全指導隊点検式と地域安全推進隊出動式は、
１月４日に役場会議室で開かれ、交通や防犯などさま
ざまな面から村民を守る決意を新たにしました。
　交通安全指導隊（髙﨑信隊長）の５人は、服装や身
分証の点検を行い、交通安全に資することを宣言。また、
地域安全推進隊（尾友元一隊長）は、地域安全の見守
り活動などをすることを誓いました。

　澤向ハナさん（南田）のご長寿祝いは、１月１日に
澤向さんの自宅で行われ、晴山裕康村長が花束と祝い
金を手渡しました。
　当日は家族も出席し、みんなで白寿の誕生日を祝福。
家族と一緒に笑みを浮かべていました。
　澤向さんは「毎年のことだが、暖かくなったら家の
周りを散歩したい」と元気に話しました。決意を新たにする地域安全推進隊員㊤と交通安全指導隊員

凛とした姿で写真に収まる澤向ハナさん（前列左）

寄付金贈呈式は１月12日に役場村長室で開かれ、九戸
信友会（藤館卓弘会長）から村に10万円が寄付されました。
　式では藤館会長から晴山裕康村長に目録が手渡され、晴
山村長が「大切に使わせていただきます」とあいさつ。藤
館会長は「地域に貢献できることはないかと考えたとき、
寄付をすることにした。新型コロナ対策資金として役立て
てほしい」と話しました。 新型コロナ対策に活用されます（左から晴山村長、

藤館会長、盛岡信用金庫九戸支店・川村正章支店長）

金ヶ崎町でドローンスクールを運営する真柴商会株式会
社（菅谷忠寿代表取締役）が12月25日、役場村長室を訪
れ、超小型ドローン１機を村に寄贈しました。
　寄贈された超小型ドローンは、15分間持続して飛び続け、
約1,000㍍の高度まで上げることができます。村では、災
害時の被害状況の確認や広報活動など、さまざまな分野で
利活用することとしています。超小型ドローンを手にする菅谷代表㊨と晴山村長

むらのわだいむらのわだい －－ Kunohe's TopicsKunohe's Topics－－

報活動などで利活用
真柴商会様  ドローン寄贈広広

型コロナ対策を支援
九戸信友会様  10 万円寄付新新

族一緒に笑み浮かべ
澤向ハナさんが 99 歳に家家

民を守る決意新たに
指導隊点検式・推進隊出動式村村
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み ん な の 広 場

カフェの取り組みなどを話す岩渕さん

村学童クラブ
利用児童募集

　

村
で
は
、
労
働
な
ど
に
よ
り
昼
間
保
護
者
の
い
な
い
世
帯
の
放

課
後
児
童
の
健
全
育
成
を
目
的
に
、
伊
保
内
小
学
校
の
空
き
教
室

で
学
童
保
育
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

令
和
３
年
度
利
用
児
童
を
募
集
し
ま
す
の
で
、
利
用
を
希
望
す

る
人
は
次
の
と
お
り
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

〇
住
民
生
活
課
地
域
福
祉
班
（
☎
42
・
２
１
１
１
）

〇
村
社
会
福
祉
協
議
会
（
☎
41
・
１
２
０
０
）

〇
村
学
童
ク
ラ
ブ
（
☎
42
・
３
５
０
１
）

■
募
集
期
間
【
期
日
厳
守
】

２
月
８
日
㊊ 

～
24
日 

㊌

■
対
象
児
童

　
労
働
な
ど
に
よ
り
、
昼
間
保
護
者
の

い
な
い
世
帯
の
小
学
生
（
定
員
50
人
）

※
利
用
は
低
学
年
を
優
先
し
ま
す
。
ま

た
、
定
員
な
ど
に
よ
り
利
用
で
き
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
了
承
願
い

ま
す
。

■
開
所
時
間

⃝
平
日
…
下
校
時
～
午
後
６
時

⃝
学
校
休
業
日
【
長
期
休
み
・
振
替
休

日
】
…
午
前
８
時
～
午
後
６
時

⃝

休
所
日
…
①
日
曜
日
・
祝
祭
日
②
お

盆
（
８
月
13
日
～
16
日
）
③
年
末
年
始

（
12
月
29
日
～
１
月
３
日
）
④
そ
の
ほ

か
必
要
と
認
め
た
日

■
保
育
料

⃝

月
額
２
０
０
０
円（
生
活
保
護
世
帯・

同
時
入
所
第
２
子
以
降
、
一
人
親
世
帯

は
５
割
免
除
）

⃝

別
途
、
お
や
つ
・
教
材
代
（
月
額

２
５
０
０
円
）、
共
済
保
険
料
（
年
額

１
８
０
０
円
）

■
申
込
方
法

　
住
民
生
活
課
地
域
福
祉
班
、
村
社
会

福
祉
協
議
会
、
村
学
童
ク
ラ
ブ
（
伊
保

内
小
学
校
内
）
の
い
ず
れ
か
で
申
請
書

類
を
受
け
取
り
、
必
要
事
項
を
記
入
し

て
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
な
お
村
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
申
請
様
式
を
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
の
で
、
ご
活
用

く
だ
さ
い
。

※
印
鑑
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、

　
現
在
利
用
し
て
い
る
人
も
手
続
き
が

　
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
県
政
懇
談
会
「
い
わ
て
幸
せ
作
戦
会

議
in
九
戸
」
は
、
12
月
16
日
に
Ｈ
Ｏ
Ｚ

ホ
ー
ル
で
開
か
れ
、
岩
手
県
か
ら
は
達

増
拓
也
知
事
な
ど
３
人
が
、
県
北
４
市

町
村
か
ら
は
、
本
村
の
岩
渕
綾
子
さ
ん

な
ど
５
人
が
出
席
。
日
ご
ろ
の
思
い
な

ど
を
懇
談
し
、
食
を
通
し
て
地
域
の
魅

力
を
再
発
見
し
ま
し
た
。

　
岩
渕
さ
ん
は
「
周
辺
地
域
で
頑
張
っ

て
い
る
人
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
。
食

に
関
す
る
話
を
聞
い
て
、
今
後
の
活
動

に
活
か
し
た
い
」
と
意
気
込
み
ま
し
た
。商品券を手にする眞下さん㊨と上村所長

　

村
水
道
事
業
所
（
上
村
浩
之
所
長
）

で
は
、
お
い
し
く
て
安
心
・
安
全
な

折
爪
岳
の
湧
き
水
を
Ｐ
Ｒ
す
る
た
め
、

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
水
道
水
を
製
造
。
名
称

を
公
募
し
た
結
果
、
眞
下
進
一
さ
ん

（
46
）
＝
山
根
＝
の
応
募
作
品
「
ＧごＯ

九く

っ
戸と

」
が
採
用
さ
れ
ま
し
た
。

　
１
月
７
日
、
上
村
所
長
か
ら
村
商
品

券
が
贈
呈
。
眞
下
さ
ん
は
「
九
戸
村
を

連
想
で
き
る
名
称
に
し
た
か
っ
た
。
手

に
取
っ
て
九
戸
村
に
思
い
を
は
せ
て
ほ

し
い
」
と
期
待
を
寄
せ
ま
し
た
。

◆
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
水
道
水  
名
称
決
ま
る

◆
食
を
通
し
て
地
域
の
魅
力
を
再
発
見
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九
戸
村
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
す
！

九
戸
村
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
す
！

ご
近
所
す
け
っ
隊
活
動
報
告

ご
近
所
す
け
っ
隊
活
動
報
告

　

元
櫻
庭
靴
店
に
開
所
予
定

の
助
け
合
い
の
拠
点
の
名
称

を
、
11
月
26
日
か
ら
12
月
16

日
ま
で
募
集
し
た
と
こ
ろ
、

15
の
候
補
の
応
募
が
あ
り
ま

し
た
。
た
く
さ
ん
の
ご
応
募
、

大
変
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

12
月
21
日
の
協
議
体
会
議

に
お
い
て
話
し
合
い
、
拠
点

の
名
称
は
「
ほ
ず
の
い
え
」

に
決
ま
り
ま
し
た
。
誰
も
が

集
い
、助
け
合
い
の
中
で
「
ほ

ず
」
を
見
つ
け
ら
れ
る
・
維

持
で
き
る
よ
う
な
場
所
に
な

る
と
い
い
で
す
ね
。

　

こ
れ
か
ら
改
修
工
事
を
経

て
、
誰
で
も
利
用
で
き
る
ふ

れ
あ
い
の
居
場
所
、
助
け
合

い
の
村
づ
く
り
の
拠
点
と
し

て
開
所
さ
れ
ま
す
。

（
保
健
師　
河
村　
侑
乃
）

☆
加
齢
性
難
聴

　
人
の
聴
力
は
、20
代
を
ピ
ー

ク
に
加
齢
に
伴
っ
て
低
下
し

て
い
き
ま
す
。
多
く
の
人
が
、

50
歳
前
後
で
聴
力
が
衰
え
始

め
た
こ
と
に
気
づ
き
ま
す
。

　

加
齢
以
外
に
難
聴
の
原
因

が
な
い
も
の
を
「
加
齢
性
難

聴
」
と
言
い
ま
す
。
耳
の
一

番
奥
に
あ
る
「
内な
い
じ耳
」
の
音

を
感
じ
取
る
細
胞
の
数
が
減

少
、
低
下
し
た
り
、
音
を
聞

く
神
経
に
衰
え
が
生
じ
た
り

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
聞
こ

え
に
く
く
な
る
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。

　

加
齢
性
難
聴
の
特
徴
は
、

①
高
い
音
か
ら
聞
き
取
り
に

く
く
な
り
、
進
行
性
に
低
下

す
る
②
両
耳
ほ
ぼ
同
程
度
に

進
行
す
る
③
集
団
の
中
で
は
、

話
し
声
の
区
別
が
つ
き
に
く

く
な
る
④
男
性
の
方
が
聴
力

低
下
し
や
す
い
―
―
と
い
っ

た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

耳
の
聞
こ
え
に
つ
い
て
の
お
話

☆
早
期
の
対
応
が
大
切

　

軽
度
の
う
ち
か
ら
補
聴
器
を

使
っ
て
聴
覚
刺
激
を
き
ち
ん
と

入
れ
る
こ
と
が
、
聴
力
低
下
の

進
行
を
防
ぎ
ま
す
。

　

す
で
に
難
聴
が
あ
る
と
思
わ

れ
る
場
合
は
、
で
き
る
だ
け
早

く
耳
鼻
咽
喉
科
医
を
受
診
す
る

こ
と
が
大
切
で
す
。
こ
れ
は
、

脳
が
し
ば
ら
く
「
聞
い
て
」
い

な
い
と
、
特
定
の
音
を
聞
く
方

法
を
「
忘
れ
て
」
し
ま
う
か
ら

で
す
。
実
際
に
研
究
で
は
、
難

聴
の
治
療
を
受
け
て
い
な
い
人

は
時
間
と
と
も
に
認
知
症
を
発

症
す
る
可
能
性
が
高
い
こ
と
が

示
さ
れ
て
い
ま
す
。

☆
補
聴
器
購
入
の
助
成

　

村
に
は
身
体
障
害
者
手
帳
の

交
付
対
象
と
な
ら
な
い
難
聴
の

人
に
対
し
て
、
補
聴
器
購
入
費

の
一
部
を
助
成
す
る
制
度
が
あ

り
ま
す
。
購
入
前
の
申
請
が
必

要
と
な
り
ま
す
の
で
、
補
聴
器

が
必
要
と
思
っ
た
ら
、
購
入
す

る
前
に
役
場
住
民
生
活
課
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。
相
談
後
、

購
入
前
に
必
ず
耳
鼻
科
の
専

門
医
師
に
意
見
書
を
書
い
て

い
た
だ
き
、
自
分
に
合
う
補

聴
器
の
見
積
書
と
と
も
に
申

請
し
ま
す
。
詳
し
く
は
、
役

場
住
民
生
活
課
地
域
福
祉
班

（
☎
42
・
２
１
１
１
）
に
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

☆
難
聴
の
人
と
話
す
と
き
の

　
コ
ツ

　

難
聴
の
人
が
大
き
な
声
で

話
す
こ
と
が
多
い
の
は
、
自

分
の
声
が
聞
こ
え
な
い
か
ら

と
い
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
雑
音
の
中
か
ら
聞
き

た
い
音
を
聞
き
取
る
こ
と
が

難
し
く
な
り
ま
す
。

　

難
聴
の
人
と
話
す
際
は
、

①
で
き
る
だ
け
静
か
な
と
こ

ろ
で
、
②
面
と
向
か
っ
て
、

③
高
音
が
聞
き
取
り
に
く
く

な
る
の
で
低
め
の
声
で
ゆ
っ

く
り
と
、
④
難
聴
が
重
度
の

場
合
は
筆
談
も
交
え
て
、
話

す
と
良
い
で
し
ょ
う
。

（
保
健
師　
河
村　
侑
乃
）

助
け
合
い
の
拠
点
「
ほ
ず
の
い
え
」

☆子どもから高齢者まで、多世代が気
　軽に集まり、声を掛け合えるふれあ
　いの居場所

☆身の回りの生活支援のボランティア
　（ゴミ出しや除雪、買い物など）の窓
　口兼事務局

助け合いの拠点
「ほずのいえ」

の役割
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九戸の魅力を全世界へ！
魅せるんジャー通信

Vol.4
　令和２年９月、九戸宣隊★魅せるんジャーが
結成されました。若い力で九戸村の魅力を村内
外のみならず、全世界に発信していきます！

広報くのへ●2021年（令和3年）2月

○開館時間／平日９時～19時・土日祝９時～17時
○休 館 日／年末年始

Books ❖ 今月のお薦め図書

　
今
回
の
魅
せ
る
ん
ジ
ャ
ー
通

信
は
、「
九
戸
村
に
ま
つ
わ
る
料

理
や
お
菓
子
を
全
国
・
世
界
に

Ｐ
Ｒ
す
る
た
め
の
ア
ン
ケ
ー
ト
」

を
10
代
か
ら
60
代
を
対
象
に
実

施
し
ま
し
た
。
主
な
内
容
を
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

◆
郷
土
料
理
・
お
菓
子

●

へ
っ
ち
ょ
こ
団
子

●

小
豆
は
っ
と
う

●

豆
し
と
ぎ

●

か
っ
け

●
田
楽
豆
腐

●
ひ
っ
つ
み

●

田
楽
も
ち

●

せ
ん
べ
い
の
天
ぷ
ら

●

麦
炊
（
じ
ょ
う
す
）

●

甘
茶
で
か
っ
ぽ
れ

　男なのに刺繍が好きな
弟。女なのにかわいいも
のが苦手な姉。愛情豊か
になれなかった母親。ま
っとうになれなかった父
親。いいお嫁さんになる
ように育てられた祖母。
普通って何？普通の家族
なんていない。

水を縫う
寺地 はるな 著／集英社

三つ編み
レティシア・コロンバニ 著／早川書房

じんかん
今村 翔吾 著／講談社

　３つの大陸と３人の女
性。インドの不可触民スミ
タ。イタリア毛髪工場で働
くジュリア。カナダのシ
ングルマザーで弁護士のサ
ラ。３人が運命と戦うこと
を選んだ時、美しい髪をた
どって、繋がるはずのない
物語が交差する。

　戦国時代の三悪人の一
人として名高い松永秀久。
その生涯に迫る。絶望的
貧困から立ち上がり、一
国の城主として大成、さ
らに最後は織田信長に責
められ自害するまでを描
く。圧巻の戦国巨編！

　図書館の入り口に座
っている石像のライオ
ン。ひんやりと冷たい
体に怖い顔、子どもた
ちは誰もそばに行こう
としませんが、たった
一人だけライオンのそ
ばにやって来る女の子
がいました…。

ライオンのひみつ
マーガレット・ワイルド 作／国土社

◆
レ
シ
ピ

【
そ
ば
か
っ
け
・
麦
か
っ
け
】

①
「
か
っ
け
」
を
一
口
大
に
切
る

②
大
根
や
豆
腐
な
ど
の
具
材
を

　
入
れ
て
煮
る

③
火
が
通
っ
た
ら
「
か
っ
け
」　

　
を
加
え
て
煮
る

④
「
か
っ
け
」
が
浮
き
上
が
っ

　
て
き
た
ら
火
を
止
め
る

（
中
澤
な
な
み
・
山
下
結ゆ

め愛
）

「国の教育ローン」 が学生をサポート

　

日
本
政
策
金
融
公
庫
の

「
国
の
教
育
ロ
ー
ン
」
は
、

高
校
や
大
学
な
ど
へ
の
入

学
時
・
在
学
中
に
か
か
る

費
用
を
対
象
と
し
た
、
公

的
な
融
資
制
度
で
す
。

■
融
資
額　
一
人
あ
た
り

３
５
０
万
円
以
内

■
金
利　

年
１・
６
８
％

（
固
定
金
利
）

※
「
母
子
家
庭
」「
父
子
家

庭
」「
世
帯
年
収
２
０
０
万

円
以
内
の
人
」「
子
ど
も
３

人
以
上
の
世
帯
か
つ
世
帯

年
収
５
０
０
万
円
以
内
の

人
」
は
年
１
・
28
％

■
返
済
期
間
15
年
以
内

※
「
交
通
遺
児
家
庭
」「
母

子
家
庭
」「
父
子
家
庭
」「
世

帯
年
収
２
０
０
万
円
以
内

の
人
」「
子
ど
も
３
人
以

上
の
世
帯
か
つ
世
帯
年
収

５
０
０
万
円
以
内
の
人
」

は
18
年
以
内

■
使
い
道　
入
学
金
、
授

業
料
、
ア
パ
ー
ト
の
家
賃

な
ど

■
問
い
合
わ
せ

◎
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

◎
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

☎
03
・
５
３
２
１・８
６
５
６

☎
０
５
７
０・０
０
８
６
５
６



み
ん
な
の
健
康

問
住
民
生
活
課
保
健
衛
生
班
☎
42
・
２
１
１
１
内
線
１
２
２

　
　
問
税
務
会
計
課
税
務
徴
収
班
☎
42
・
２
１
１
１
内
線
２
３
２

国
保
だ
よ
り

16

問
住
民
生
活
課
国
保
住
民
班
☎
42
・
２
１
１
１
内
線
２
１
２

　

冬
は
気
温
が
低
い
こ
と
や
、
寒
暖
差

が
大
き
い
こ
と
か
ら
、
夏
と
比
較
す
る

と
心
筋
梗
塞
や
狭
心
症
な
ど
の
心
疾
患

で
亡
く
な
る
人
は
2
倍
近
く
に
増
加
し

ま
す
。
ま
た
、
寒
さ
に
よ
っ
て
血
行
が

悪
く
な
る
と
、
周
り
の
筋
肉
ま
で
硬
く

な
っ
て
し
ま
い
、
腰
・
ひ
ざ
・
肩
な
ど

に
は
い
つ
も
以
上
に
大
き
な
負
担
が
か

か
っ
て
し
ま
う
の
で
、
寒
さ
は
関
節
の

痛
み
に
も
影
響
し
ま
す
。
春
ま
で
あ
と

少
し
！
寒
い
日
の
寒
暖
差
を
上
手
に
乗

り
切
る
方
法
を
お
伝
え
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

■
急
な
温
度
変
化
を
避
け
よ
う

〇
外
出
時
は
、
体
が
急
に
冷
え
な
い
よ

　
う
に
防
寒
着
や
手
袋
な
ど
を
着
用
し
、

　
体
の
負
担
を
軽
減
し
ま
し
ょ
う
。

〇
ト
イ
レ
や
脱
衣
所
も
小
型
の
暖
房
器

　

具
な
ど
で
温
め
て
、
屋
内
の
温
暖
差

　
対
策
を
し
ま
し
ょ
う
。

■
温
か
い
下
着
、
適
度
な
運
動
を

〇
腰
：
1
時
間
毎
に
軽
い
ス
ト
レ
ッ
チ

　

が
オ
ス
ス
メ
。
体
が
冷
え
る
と
筋
肉

　

が
硬
直
す
る
の
で
、
温
か
い
下
着
を

　
身
に
着
け
る
こ
と
も
大
切
。

〇
ひ
ざ
：
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
な
ど
の
負
荷

　

の
少
な
い
運
動
が
オ
ス
ス
メ
。
体
重

寒
暖
差
に
注
意
し
ま
し
ょ
う　

の
急
激
な
増
加
は
膝
痛
の
要
因
と
な

　
る
た
め
、適
正
体
重
を
維
持
し
ま
し
ょ

　
う
。

〇
肩
：
肩
を
冷
や
さ
な
い
こ
と
、
体
を

　

温
め
て
血
行
を
促
進
し
ま
し
ょ
う
。

　
肩
回
り
の
ス
ト
レ
ッ
チ
も
忘
れ
ず
に
。

■
冬
の
生
活
上
手
は
、
お
風
呂
上
手

　

普
段
何
気
な
く
入
っ
て
い
る
お
風
呂

に
は
、
体
に
良
い
効
果
が
た
く
さ
ん
あ

り
ま
す
。

〇
温
ま
っ
て
疲
れ
が
取
れ
る

　

お
湯
に
つ
か
る
と
疲
れ
を
癒
す
効
果

だ
け
で
な
く
、
血
流
が
良
く
な
る
こ
と

で
体
の
コ
リ
が
ほ
ぐ
れ
ま
す
。

〇
全
身
の
血
行
が
良
く
な
る

　

国
民
健
康
保
険
（
国
保
）
は
、
病
気

や
け
が
の
と
き
に
加
入
者
み
ん
な
で
助

け
合
う
制
度
で
す
。
国
保
税
を
納
め
な

い
人
が
い
る
と
「
助
け
合
い
」
の
仕
組

み
が
成
り
立
た
な
く
な
り
、
国
保
の
運

営
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。
い
ざ
と
い

う
時
に
加
入
者
が
安
心
し
て
医
療
を
受

け
ら
れ
る
国
保
制
度
を
維
持
す
る
た
め
、

国
保
税
の
納
付
に
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

■
国
保
税
の
決
め
方

　
そ
の
年
に
予
測
さ
れ
る
医
療
費
か
ら
、

加
入
者
が
病
院
な
ど
で
支
払
う
一
部
負

担
金
と
国
や
県
な
ど
か
ら
の
補
助
金
を

差
し
引
い
た
も
の
が
、
国
保
税
の
総
額

と
な
り
ま
す
。

　

国
保
税
は
年
度
ご
と
に
決
め
ら
れ
、

年
度
途
中
で
国
保
に
加
入
・
脱
退
が
あ
っ

た
と
き
は
、
月
割
で
計
算
し
た
分
が
課

税
さ
れ
ま
す
。
職
場
の
健
康
保
険
（
社

保
な
ど
）
か
ら
離
脱
し
た
と
き
や
ほ
か

の
市
区
町
村
か
ら
転
入
し
た
と
き
は
、

そ
の
月
の
分
か
ら
の
課
税
と
な
り
ま
す
。

■
国
保
税
を
納
め
な
い
で
い
る
と

　

納
期
が
過
ぎ
て
も
国
保
税
を
納
め
な

い
で
い
る
と
督
促
状
が
送
付
さ
れ
ま
す
。

督
促
手
数
料
や
延
滞
金
を
追
加
で
徴
収

さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
速
や

か
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

　

そ
れ
で
も
納
め
な
い
で
い
る
と
、
有

効
期
間
１
年
の
通
常
の
保
険
証
で
は
な

く
、
有
効
期
間
が
短
い
保
険
証
が
交
付

さ
れ
ま
す
。
有
効
期
間
が
短
い
た
め
、

ひ
ん
ぱ
ん
に
更
新
手
続
き
が
必
要
に
な

り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
特
別
な
事
情
も
な
く
納
期

限
か
ら
１
年
以
上
滞
納
が
続
き
、
納
税

相
談
な
ど
に
も
応
じ
て
い
た
だ
け
な
い

と
き
は
、
保
険
証
の
返
還
と
「
資
格
証

明
書
」
の
交
付
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

■
資
格
証
明
書
と
は

　

資
格
証
明
書
は
、
国
保
の
被
保
険
者

で
あ
る
こ
と
を
証
明
す
る
だ
け
の
も
の

で
す
。
よ
っ
て
、
保
険
医
療
機
関
に
お

い
て
、
提
示
し
て
も
保
険
給
付
を
受
け

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
保
険
医
療
機

関
を
受
診
す
る
と
医
療
費
の
10
割
（
全

額
）
を
自
分
で
負
担
す
る
こ
と
に
な
り
、

あ
と
で
、
役
場
で
手
続
き
を
行
い
、
払

い
戻
し
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
に
な
ら
な
い
た
め

に
も
、
国
保
税
は
必
ず
期
限
内
に
納
め

ま
し
ょ
う
。

（
住
民
生
活
課　
鳥
谷
部　
真
利
子
）

国
保
税
の
納
付
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　

お
湯
の
中
で
は

水
圧
で
お
な
か
や

足
が
圧
迫
さ
れ
、

お
湯
か
ら
上
が
る

と
水
圧
が
な
く
な

る
た
め
、
全
身
の

血
行
が
よ
く
な
り

ま
す
。
体
に
負
担

を
か
け
ず
に
浸
か
る
た
め
に
は
、
み
ぞ

お
ち
か
ら
胸
の
高
さ
で
つ
か
る
と
よ
い

で
す
。

（
保
健
師　
横
井　
信
香
）
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０
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４
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３
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９
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村内の交通事故（12月分）

区 分 件　数 １月からの
累　 計 前年比

人身事故 0 件 0 件 －２件
物損事故 11 件 51 件 － 26 件
負 傷 者 0 人 0 人 －２人
死 亡 者 0 人 0 人 ± 0 人
飲酒運転
検 挙 者 0 人 1 人 ± 0 人

◎村の交通死亡事故ゼロ日数… 964日
（12月31日現在）

サ
イ
バ
ー
犯
罪
に
強
い
社
会
づ
く
り

村内の火災・救急（12月分）
区 分 件　数 １月から累計 前年比
火 災 1 件 6 件 ＋３件
救 急 29 件 247 件 － 35 件

積
雪
や
路
面
凍
結
時
の
事
故
に
注
意

　
冬
期
間
は
路
面
凍
結
に
よ
る
転
倒
や
除
雪
作
業
中
の
事
故
が
多
発
し

て
い
ま
す
。
次
の
危
険
個
所
に
注
意
し
、
事
故
を
未
然
に
防
ぎ
ま
し
ょ

う
。

■
凍
結
し
た
路
面
で
の
転
倒　
凍
結
し
た
路
面
や
自
宅
玄
関
先
の
階
段

な
ど
は
、
滑
り
や
す
く
な
っ
て
い
る
の
で
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

■
屋
根
の
除
雪
作
業
中
に
転
落　
除
雪
作
業
中
に
一
番
多
い
事
故
が
屋

根
か
ら
の
転
落
で
す
。
屋
根
に
上
が
る
と
き
は
命
綱
を
つ
け
て
、
２
人

以
上
で
作
業
し
ま
し
ょ
う
。

■
屋
根
か
ら
の
落
雪　
軒
先
な
ど
で
除
雪
作
業
す
る
場
合
、
屋
根
か
ら

の
落
雪
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　
「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」
と
は
、イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
自
分
の
年
金
情
報
を

手
軽
に
確
認
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

　

24
時
間
い
つ
で
も
ど
こ
で
も
、
パ
ソ

コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
が
あ
れ
ば
、

自
分
の
年
金
加
入
履
歴
の
確
認
や
将
来

の
年
金
見
込
額
の
試
算
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
日
本
年
金
機
構
か
ら
送
付
さ
れ

る
さ
ま
ざ
ま
な
通
知
書
も
画
面
上
か
ら

将
来
の
年
金
見
込
額
は
「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」
で

確
認
で
き
る
の
で
、
こ
の
機
会
に
「
ね

ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」
の
ご
利
用
登
録

に
は
「
基
礎
年
金
番
号
」
が
必
要
で
す
。

年
金
証
書
や
年
金
手
帳
な
ど
基
礎
年
金

番
号
が
わ
か
る
書
類
を
お
手
元
に
ご
準

備
の
上
、日
本
年
金
機
構
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ご
利
用
登
録
を
お
願
い
し
ま
す
。

（https://www.nenkin.go.jp/n_net/

）

　

サ
イ
バ
ー
空
間
で
の
さ
ま
ざ
ま
な
被

害
を
未
然
に
防
止
し
、
安
心
し
て
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
す
る
た
め
、
県
民

一
人
一
人
の
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
意
識

や
モ
ラ
ル
を
向
上
さ
せ
、
サ
イ
バ
ー

犯
罪
に
強
い
社
会
づ
く
り
を
推
進
し
ま

し
ょ
う
。

■
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
安
心
・
安
全
に

　
利
用
す
る
た
め
に

⃝

パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
は

ウ
イ
ル
ス
対
策
ソ
フ
ト
を
入
れ
る

⃝

Ｏ
Ｓ
（
オ
ペ
レ
ー
テ
ィ
ン
グ
シ
ス
テ

ム
）
や
パ
ソ
コ
ン
ソ
フ
ト
、
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
ア
プ
リ
な
ど
は
常
に
最
新
の
状

態
に
更
新
す
る

◎
事
業
者
を
装
っ
た
偽
の
メ
ー
ル
に
よ

る
ス
ミ
ッ
シ
ン
グ
（
メ
ー
ル
で
偽
サ
イ

ト
に
誘
導
し
、
個
人
情
報
な
ど
を
盗
み

出
す
こ
と
）
被
害
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

メ
ー
ル
の
送
信
元
や
接
続
先
Ｕ
Ｒ
Ｌ
を

確
認
し
、
安
易
に
情
報
を
入
力
し
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

◎
実
在
す
る
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
サ
イ
ト
に

似
せ
た
り
、
連
絡
先
を
装
っ
た
「
偽
サ

イ
ト
」
が
ま
ん
延
し
て
い
ま
す
。
ネ
ッ

ト
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
を
利
用
す
る
際
に
は
、

振
込
口
座
情
報
な
ど
内
容
を
よ
く
確
認

し
、
信
頼
の
で
き
る
サ
イ
ト
を
利
用
す

る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

■
運
転
免
許
試
験
な
ど
の
案
内

【
運
転
免
許
試
験
の
案
内
】

◆
各
運
転
免
許
セ
ン
タ
ー

①
教
習
所
を
卒
業
し
技
能
試
験
が
免
除

　
と
な
り
、
学
科
試
験
を
受
験
す
る
人

②
原
付
免
許
試
験
を
受
験
す
る
人

◆
自
動
車
運
転
免
許
試
験
場

　

技
能
試
験
を
含
む
す
べ
て
の
試
験
を

行
い
ま
す
。

【
運
転
免
許
試
験
受
付
時
間
】

◆
各
運
転
免
許
セ
ン
タ
ー
お
よ
び
自
動

　
車
運
転
免
許
試
験
場

⃝

月
曜
日
～
金
曜
日
（
土
日
祝
除
く
）

⃝

午
前
９
時
～
午
前
10
時
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  がん検診など
申込案内配布
令和３年度のがん検診、１日人

間ドックの申し込みの時期となり
ました。
　日程や料金などの詳細、申し込
み方法についての案内は、２月中
旬に各世帯に配布となります。ま
た、１日人間ドック無料の対象者
には、個別で通知を郵送しますの
で、確認してください。
　なお、案内と申込書が配布となっ
てから開始します。申込期限を確
認し、早めの申し込みをお願いし
ます。
■問い合わせ　住民生活課保健衛
生班（☎42-2111内線123）

  市民後見人制度の
取り組みを知ろう
二戸地域では成年後見人養成講
座を修了した一般市民が「市民後
見人」として活躍しています。二
戸地域における市民後見の取り組
みや、活動の実際と活動を通じて
の想いなどを紹介します。
■日時　２月18日（木）　午後１
時30分～午後３時45分
■場所　二戸市民文化会館中ホール
■内容　「二戸地域における市民後
見人の取り組みについて」など
■費用　無料
■対象者　一般住民、関係機関、
および市民後見人など
■申し込み・問い合わせ　ＮＰＯ
法人カシオペア権利擁護支援セン
ター（☎43-3042）   高速道路の

逆走に注意
昨今、高齢ドライバーによる高

速道路逆走事故が多発しています。
高速道路での逆走は、第三者を巻
き込む死亡事故につながる危険行
為です。本人だけでなく、家族で
高齢ドライバーの運転について向
き合い、大切な人を危険な目に遭
わせないようにしましょう。
　万が一目的のインターチェンジ
を行き過ぎてしまった場合は、次
のインターチェンジまで走行し、
料金所係員がいる出口レーンで申
出てください。また、逆走や事故、
落下物を目撃した場合は、110番
または＃9910（道路緊急ダイヤル）
に通報お願いします。
■問い合わせ　ＮＥＸＣＯ東日
本東北支社八戸管理事務所（☎
0178-27-2100）

  就業希望者対象の
ＯＡ機器操作講習
就業希望者の就業機会の拡大を目
的とした、ＯＡ機器操作の知識と技
術を習得する講習を開催します。
■定員　12人
■募集期限　２月８日（月）
■選考日　２月16日（火）
　　　　　午後１時30分～
■訓練期間　令和３年３月１日
（月）～令和３年５月31日（月）
午前９時～午後３時50分（土日祝
除く）
■訓練場所　二戸地域職業訓練セ
ンター
■申し込み　二戸公共職業安定所
（ハローワーク二戸・☎23-3341）
■問い合わせ　職業訓練法人二戸
職業訓練協会（☎23-3040）

※指定日に、指定の袋で出しましょう。   　　問住民生活課保健衛生班☎ 42-2111 内線 123

（※）伊保内地区の「燃えるごみ」について、11日㊍の回収は無く、15日㊊に回収します。

収 集 区 域
瀬月内／宇堂口／泥
の木／平内／妻の神
戸田上・下／舘の下
山根／荒谷／二ツ家

鹿島／伊保内上・下
川向／南田

小倉／長興寺上・下
大向／五枚橋／荒田
雪屋／田代／柿の木
江刺家上・下／道地
丸木橋／山屋／細屋

燃えるごみ 毎週水曜日 毎週木曜日（※） 毎週金曜日
ビン・金物 ２月１日㊊ ２月２日㊋ ２月８日㊊
空 き 缶 ２月16日㊋ ２月22日㊊ ２月23日㊋
粗 大 ご み ２月９日㊋
紙・プラ類 ２月11日㊍ ２月17日㊌ ２月25日㊍

ごみ収集日 ２月

休日当番医（9：00 ～17：00） 休日当番歯科医（9：00～12：00）
月 日 医療機関 電　話 月 日 医療機関 電　話
２ ７ かわさきクリニック 26-9900 ２ ７ 國香歯科医院（石切所）23-2764
11 おりそ内科循環器クリニック 22-2251 11 右門歯科クリニック 38-2288
14 浄法寺診療所 38-2021 14 こしみず歯科クリニック 33-4618
21 松井内科医院 33-2201 21 森川歯科医院 23-6361
23 菅整形外科皮膚科クリニック 23-7311 23 沢藤歯科医院 25-4002
28 川村医院 23-3252 28 ぽっぽ歯科クリニック 31-1182
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人のうごき人のうごき 
（令和３年１月１日現在）

●人　口　　  ５，６０８ 人    （－２）

　　男　　　    ２，６９０ 人  　（－５）

　　女　　　    ２，９１８ 人　  （＋３）

●世帯数　　  ２，１７５ 世帯　（＋５）
　（カッコ内は前月比）

　 転　 入　　　 　20 人  （１０７人）

　 転　 出 　 　　14 人  （１２８人）

　 出　 生　　 　　０ 人  　（１１人）

　 死　 亡　　　 　８ 人  　（８９人）
（カッコ内は１月からの累計）

編集後記
◆20㌻で紹介しましたが、D2Cア
ワードで高倉工芸さんとマルイ造
形家具工業さんが優秀賞に輝きま
した。◆作業工程を実際に見学させ
ていただきましたが、商品への小さ
な気配りやデザインなどが受賞につ
ながり、多くの人に愛される商品に
なるんだと実感することができまし
た。◆なかなか見学することがな
いので、とても新鮮でした。（前川）

募集しています
村の育英奨学生

■応募資格　
　村内に住所のある保護者の子ど
もで、高等学校、大学などの入学
や進級するための学費などの支払
いに、奨学金の付与がなければ就
学困難な人。
■奨学金月額
①高等学校など　15,000円以内
②高等専門学校など　30,000円以内
③大学など　40,000円以内
■申込期限
　３月31日（水）
■申し込み・問い合わせ
　教育委員会事務局教育総務班（☎
42-2111内線333） 村内の小学校

39人入学予定
　村立小学校の入学予定者数は次
のとおりです。
■小学校別入学予定者数　
●伊保内小学校　19人
●長興寺小学校　２人
●戸田小学校　８人
●山根小学校　４人
●江刺家小学校　６人　合計39人
※入学予定者は、令和３年 4 月
１日時点で満６歳の児童で、令和
３年１月４日時点の人数です。ま
た、次の事項に該当する場合は、
教育委員会事務局教育総務班まで
問い合わせてください。
①入学予定者の住所異動が今年３
　月までにある。
②入学予定者の保護者で確認した
　いことがある。
■問い合わせ
　教育委員会事務局教育総務班（☎
42-2111内線302・333）

  村外に在住の人へ
広報くのへを郵送

　村外に住んでいて「広報くのへ」
の郵送を希望する人に、毎月広報
紙の送付を行っています。
■申込方法　郵送先の住所と氏名
を明記の上、140円切手12枚を添
えて、九戸村役場総務企画課広報
担当（〒028-6502岩手県九戸郡
九戸村大字伊保内10-11-6）へ持参、
または郵送してください。
■申込締切　３月５日（金）
■申し込み・問い合わせ 総務企
画課地域振興班（☎42-2111内線
172）

新型コロナウイルス感染症
対策のため、更新手続きを行
えない人については有効期限
が令和３年３月31日までの人
に限り、次のとおりに3カ月
の有効期間の延長手続きを行
います。なお、手指消毒、マ
スク着用、黒色ボールペンの
持参などお願いします。
【自動車運転免許試験場、各運
転免許センター、各警察署】
■日時　月曜日～金曜日・午
前９時～午後4時
【盛岡運転免許センター】
■日時　①月曜日～金曜日・
午前9時～午後4時　②日曜
日・午前 10時 30分～午前
11時 30分、午後２時30分
～午後４時

新型コロナ感染拡大防止の
ための免許証延長手続受付
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東北Ｄ２Ｃアワードで２事業所が優秀賞

有
限
会
社
高
倉
工
芸

高
倉　
清
勝
さ
ん

株
式
会
社
マ
ル
イ
造
形
家
具
工
業

千
葉　
暢の

ぶ
た
け威

さ
ん

　昨年12月に初開催された「東北Ｄ２Ｃアワード」は、岩手の地域資源を活用し岩手発の全国・世界ヒッ
ト商品を作り出すことを目的としています。
　県内54事業所の中から、有限会社高倉工芸の「癒しほうき」と株式会社マルイ造形家具工業の「七輪
囲炉裏」の２商品が優秀賞に輝きました。
　両事業所の代表である高倉清勝さん、千葉暢

のぶたけ
威さんに考案のきっかけや受賞の感想などを聞きました。

―
―  
癒
し
ほ
う
き
を
考
案
し
た

き
っ
か
け

　

お
客
様
か
ら
「
猫
を
ブ
ラ
ッ

シ
ン
グ
し
た
ら
喜
ん
だ
」「
犬
を

ほ
う
き
で
な
で
た
ら
毛
つ
や
が

良
く
な
っ
た
」
な
ど
の
話
を
聞

き
、
そ
の
お
客
様
か
ら
「
ペ
ッ

ト
用
の
ほ
う
き
を
作
っ
た
ほ
う

が
い
い
の
で
は
な
い
か
」
と
言

わ
れ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
す
。

―
―  

商
品
を
完
成
さ
せ
る
ま
で

に
苦
労
し
た
こ
と

　

構
想
か
ら
５
年
の
年
月
を
費

や
し
ま
し
た
。
最
初
は
「
Ｐ
Ｅ

Ｔ
」「
Ｄ
Ｏ
Ｇ
」「
Ｃ
Ａ
Ｔ
」
の

編
み
出
し
が
い
い
の
で
は
な
い

か
と
思
い
作
っ
て
み
た
が
、
納

得
行
く
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
あ
る
日
東
京
の
生
地

屋
で
肉
球
の
生
地
が
目
に
飛
び

込
み
、
こ
の
生
地
で
作
っ
て
み

よ
う
と
考
え
ま
し
た
。

―
―  

優
秀
賞
を
受
賞
し
た
感
想

　

受
賞
す
る
と
は
思
っ
て
い
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
協
力
者
の

方
々
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

―
―  

今
後
の
目
標

　

高
倉
工
芸
の
ほ
う
き
作
り
の

技
術
を
、
こ
の
地
域
に
残
し
て

い
き
た
い
で
す
。
ま
た
、
お
客

様
の
声
を
大
切
に
そ
の
声
を
具

現
化
し
て
、
新
商
品
の
開
発
に

つ
な
げ
て
い
き
た
い
で
す
。

癒しほうきの柄を編む高倉さん

―
―  

七
輪
囲
炉
裏
を
考
案
し
た

き
っ
か
け

　

キ
ャ
ン
プ
や
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー

を
家
族
で
や
る
こ
と
が
あ
り
、

い
つ
か
ア
ウ
ト
ド
ア
家
具
を
作

り
た
い
と
少
し
ず
つ
思
案
し
て

い
ま
し
た
。
そ
こ
で
キ
ャ
ン
プ

人
気
の
高
ま
り
を
受
け
、
ア
ウ

ト
ド
ア
業
界
へ
の
参
入
は
今
だ

と
思
い
挑
戦
を
決
意
し
ま
し
た
。

―
―  

七
輪
囲
炉
裏
を
商
品
化
す

る
ま
で
の
期
間

　
２
０
１
９
年
７
月
ご
ろ
か
ら

構
想
が
あ
り
、
２
０
２
０
年
２

月
ご
ろ
か
ら
本
格
的
に
始
動
。

試
作
を
繰
り
返
し
、
10
月
中
旬

七輪囲炉裏の部品を作る千葉さん

ご
ろ
に
完
成
し
ま
し
た
。

―
―  

優
秀
賞
を
受
賞
し
た
感
想

　

Ｄ
２
Ｃ
と
は
お
客
様
と
私
た

ち
メ
ー
カ
ー
が
直
接
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
り
な
が
ら
商

品
を
購
入
い
た
だ
く
も
の
で
す
。

お
客
様
と
良
い
関
係
を
築
い
て

い
き
な
が
ら
、
今
後
も
商
品
開

発
と
そ
の
魅
力
を
ど
う
伝
え
る

か
研
究
し
て
い
き
た
い
で
す
。

―
―  

村
内
外
の
読
者
に
一
言

こ
の
ブ
ラ
ン
ド
を
大
切
に
育

て
て
い
き
な
が
ら
、
お
客
様
に

Ａ
＆
Ｄ
／
Ｗ
の
家
具
を
使
い
た

い
と
思
っ
て
も
ら
え
る
商
品
を

開
発
し
て
い
き
ま
す
。
応
援
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。


